
ラダーレベル ⽇程
⽅法 講師 研修プログラム概要

⽬的
⽬標 1.

2.
3.
4.

5.
6.

看護技術を提供する上で必須となる安全な知識と倫理的態度を⾝につける
起こりやすいインシデント・アクシデントにつながる状況がイメージできる
現場実践を想定した、実地で役⽴つ技術を習得する
研修での技術獲得状況の明確化により部署での⼆重オリエンテーション負担を軽減する。
また研修受講終了時点での到達度を評価表やテストによって明確にし、部署では積み重
ねて習得していくことができる。
学習習慣を⾝につけ、職業⼈としての⽣活環境を整える
⼿本となる看護実践者との交流をはかる

⽬的

⽬標
1.
2.

新たな環境における他者との関係構築（関係づくり）の⽅法を習得する
対⼈関係に必要なコミュニケーションスキルを習得することができる

1. 今の⾃分を内省し、看護師としての経験を重ねるうえで軸となるものに気づくことができる
ストレスについて理解し、対処⾏動がとれる

⽬的
⽬標 1.

2.
3.

安全に配慮した優先順位の選択ができる
状況を判断し、必要に応じて応援要請の判断ができる
状況や伝える内容を整理して、先輩に報告することができる（SBAR）

⽬的

⽬標 1.

2.

3.

部署で特徴的な疾患、治療、検査のクリニカルパスまたは標準看護計画の内容が理解で
き、観察項⽬・看護ケアの根拠について明らかにできる
クリニカルパスまたは標準看護計画の成り⽴ちを、経験してきた看護実践と結びつけることが
できる
⽬標2で明らかにした根拠を、経験した看護と結びつけることができる

⽬的

⽬標 1.
2.

看護職の倫理を理解できる
当院における倫理的問題について知る

⽬的

⽬標 1.
2.

リスクマネジメントを理解し、医療事故防⽌への意識を⾼めることができる
当院におけるインシデントの特徴がわかる

医療安全
1-2

10⽉
講義・演習

医療安全
管理者

⽬標 1.
2.

医療安全の基礎知識が理解できる
KYTの基本的な考え⽅とその意義について学ぶ

⽬的

⽬標 1.
2.

当院における感染防⽌対策について知る
標準予防策を理解し、必要な技術を習得することができる

感染管理
1-2

９⽉
講義・演習

感染管理
認定看護師

⽬標 1.
2.

患者の状況に合わせた感染対策ができる
感染経路別予防策を理解し、必要な技術を習得することができる

・インシデント報告の必要性
・ハインリッヒの法則
・インシデントレポートの書き⽅
・当院のインシデントの傾向や特徴について
・KYTについて
・KYTの具体的な⽅法と実施する際の留意点
・KYTを⾃部署で⾏うために必要なこと

感染管理
研修【1】

感染管理
1-1

4⽉
講義・演習

感染管理
認定看護師

感染管理の基本について理解する（1-1,1-2共通） ・感染管理とは
・当院の感染防⽌対策について
・標準予防策について（講義・演習）

・⽇々の援助場⾯における具体的な感染対策について
・感染経路別予防策について

看護倫理研修【1】 4⽉
講義 部署⻑

看護師としての倫理について理解し、倫理的課題について考えることができる ・看護職の倫理綱領についての概要と具体的内容
・当院の倫理的問題の内容

医療安全
研修【1】

医療安全
1-1

5⽉
講義

医療安全
管理者

医療安全の基本について理解する（1-1,1-2共通）

多重課題の状況下で安全に優先順位を選択し⾏動することができる ・多重課題場⾯の動画視聴、対応策の検討
・SBARについて

看護展開研修【１】 4⽉
講義 部署責任者

⾃部署で特徴的なクリニカルパスや標準看護計画の成り⽴ちを理解し、⽇々の看護実践と結び
付けて考えることができる

・部署の特徴的なクリニカルパスまたは標準看護計画に関する学習
・指導者と共に学習した内容と看護実践との関連性を深める

新⼈研修内容参照

コミュニケーション研修【1】
4⽉
9⽉

講義・演習

外部講師
看護部⻑
教育委員

対⼈関係⼒（⾃⼰と他者を理解し、⼈間関係を調整する⼒︓気遣う⼒、他者理解⼒、⾃⼰
理解⼒、表現⼒、関⼼⼒）を⾝につけ、職場への適応できる

・対⼈関係に必要なコミュニケーションについて（コミュニケーションの⽬的、コミュニケーション技術等）
・ストレスの意味することはなにか
・ストレスと上⼿に付き合う⽅法について
・認知⾏動療法について

（前期）

（後期）

　研修名  研修⽬的・⽬標

ラダーⅠ

看護基礎技術
研修【1】

4⽉〜
講義・演習

教育委員会
部署⻑
主任
他

基礎となる看護技術を安全に提供できるための基本的知識と技術と態度を⾝につける

多重課題研修 11⽉
講義・演習 教育委員

1


